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プレーリストからの 曲目やアーティストの 相互関連抽出

廣川佐千男 †1 伊 東 栄 典 †1 下 司 義 寛 †2

Yufeng Dou †3 池 田 大 輔 †4

iPod に 代表される携帯メディアプレーヤーの 出現に より音楽業界の 状況が大きく変わりつつある。
iTMS に 登録された個人的プレーリスト群に 現れる曲目やアーティストの 出現頻度の 解析に より、相
互関連を表す概念グラフを構築する方式を提案する。

Relation Extraction of Songs and Artists from iPod Playlists

Sachio Hirokawa †1 ,Eisuke Itoh †1 ,Yoshihiro Shimoji †2

,Yufeng Dou †3 and Daisuke Ikeda †4

Portable music players are chaning the music entertainment environment. They can down-
load the music through network. This paper proposes a method for extracting relation and
popularity of songs and artists which appear in playlists of iTMS(iTunes Music Store).

1. は じ め に

Web の 発達に と もな い、誰で も自由に 様々な データ

を提供で きるように な って きた。個人で も企業で も、

単独の データだけで な く、多数の 同種類の データをま

と めて 提供するサイトが増えて いる。例えば 、商品、

本、音楽な ど 、個人の 好みの もの をリストと して 他の

人が見られるように するページが増えて いる。従来

の 文字情報だけで な く、iPod な ど の 携帯音楽プレー

ヤーと ネットワークに よる音楽配信サービスと いう新

たな ネットワークビジネスが起こって いる。例えば 、

iTMS☆ Music Store に は 自分が好きな 曲を選んで プ

レーリストを作り登録で きる。これらの プレーリスト

は 専用の ソフト iTunesを使うこと で 、他の 人に 伝え

ること がで き、さらに 検索したり曲ごと に ダウンロー

ド（ 購入） で きる (図 1)。一つの プレーリストに は 、

20曲程度の 曲が並んで いる。各曲は 、曲名、アーティ
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スト名、ジャンルな ど の 情報がそれぞれ固有の ID と

と もに 表されて いる。

図 1 iTunes

この ように 多数の 人の 推薦情報を用いて 、本や映 画

を推薦するシステムは 協調フィルタリングと して 知ら

れて いる 8)。また、近年、音楽配信サービスの 普及

に と もな い、研究の 段階から具体的な ビジネスの ため

の 特許と して 出願されるように な って きた。Creative

Technology 社は 、メタデータを使った曲の 自動階層

分類に ついて の 特許 5)を取得して いる。Microsoft 社

は 曲の 中で 認知される音量、テンポ、楽器な ど と 信号



処理技術を合わせること に より曲を分類し、類似曲の

検索を可能に する特許 9) を取得して いる。

本論文で は 、この ような プレーリストから、関連す

る曲を抽出しさらに それらの 曲の 相互関係を可視化し

た概念グラフを構築する手法を提案する。この ような

概念グラフの 構成は 、曲だけに 限らず、アーティスト

や曲の タイトルに 現れるキーワード群に ついて も同様

に 行な うこと がで きる。

2. プレーリスト群に 現れる曲と アーティスト

の 頻度解析

Apple の 音楽配信サイト iMix に は 2005年 8月 26

日の 時点で 332,560個の プレーリストが登録されて い

た。我々は 、その 中から約 1/20 に あたる 13,480個の

プレーリストをランダムに 選択しダウンロードした。

これらに ついて 予備的分析 2) を行な い、約 60%に 当

たる 7,919個の プレーリストで は 5～20曲程度しか含

まれて いな いこと を確認した。全体の 平均と して は 、

一つの プレーリストに 24曲が含まれて いる。また、一

つの プレーリストに 含まれる曲数の 分布に ついて は 、

Zip の 法則が成り立つこと を確認した。

より具体的な 分析と して 、出現頻度 20位まで の 曲

やアーティストの 一覧を表 1 と 表 2 に 示す。この よう

に ランキングに より人気の 度合を表すこと は 広く用い

られて いる。しかし、単純に 並べただけで は 、単独の

曲やアーティストが人気で 何位に な って いるかと いう

局所的な 解析しかで きな い。曲の 推薦を考えた場合、

この ような ランキングで は 単に 現在人気の ある曲を、

ユーザーの 嗜好に 関係な く示すこと しかで きな い。

ある曲、あるいは あるアーティストを好きな ユー

ザーに と って は 、単に 人気の ある曲やアーティストよ

りも、その 曲やその アーティストが好きな 人が推薦す

るもの に 興味があると 考えられる。そこで 、プレーリ

ストに 出現する曲やアーティストの うち 100回個以上

の プレーリストに 出現するもの を対象と して 、ど の 曲

と ど の 曲が共起する度合が高いか、ど の アーティスト

と ど の アーティストが共起する度合が高いか調べた。

表 4、表 3 は 曲の ペア、およびアーティストの ペアで

上位 20位まで の 一覧を表す。二つ並んだもの の うち、

左側の もの の 方が単独順位は 上位と な って いる。

しかし、この ように 共起頻度するもの に ついて 頻度

を求めて も、２つ間に 強い関係があること が分かるだ

けで 、全体の 中で その 二つの 関係がど の ような 位置を

占めるかと いう大局的な 分析は で きな い。曲の ペアに

ついて の 人気度を示す表 4 に おいて 、第一キーを曲、

第二キーを共起頻度と して ソートすると 、一つの 曲と

表 1 上位 20 曲

順位 頻度 曲目

1 583 This Love
2 513 Ocean Avenue
3 510 The Reason
4 493 Boulevard of Broken Dreams
5 480 She Will Be Loved
6 413 One, Two Step
7 383 Float On
8 376 Let’s Get It Started

(Spike Mix) [Bonus Track]
9 356 American Idiot
10 336 Soul
11 320 Mr. Brightside
12 320 Holiday / Boulevard of Broken Dreams
13 306 Hey Mama
14 298 American Idiot
15 286 Are You Gonna Be My Girl
16 281 Somebody Told Me
17 279 I Fought the Law
18 269 Harder to Breathe
19 268 In da Club
20 264 Hey Ya!

表 2 上位 20 アーティスト
順位 頻度 アーティスト

1 1792 Green Day
2 1262 Maroon 5
3 1195 U2
4 1157 Eminem
5 970 OutKast
6 913 50 Cent
7 883 Coldplay
8 866 Jet
9 850 Black Eyed Peas
10 840 Blink-182
11 780 Yellowcard
12 761 Hoobastank
13 745 Nirvana
14 726 Modest Mouse
15 709 The Killers
16 646 Britney Spears
17 630 Counting Crows
18 619 The White Stripes
19 609 Ludacris
20 602 Guns N’ Roses

共起する曲を共起の 度合いが高い順番で 見ること が

で きる。しかし、これは その 曲に ついて の 解析だけし

かで きな い。その 曲と 共起する曲がさらに 他の ど の よ

うな 曲と 共起するか調べるに は 、２番目の 曲に ついて

ソートし直さな ければ な らな い。本論文で 提案する方

法は 、この ような 共起する様子を大局的に 眺めること

がで きる。
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表 3 上位 20 組（ アーティスト）
順位 頻度 アーティストの ペア

1 440 Eminem 50 Cent
2 403 Green Day Blink-182
3 390 Green Day Maroon 5
4 362 Green Day Eminem
5 357 Green Day The Killers
6 342 Green Day Yellowcard
7 338 Green Day Jet
8 320 Green Day U2
9 312 50 Cent Ludacris
10 307 Green Day Simple Plan
11 303 Green Day Good Charlotte
12 298 Maroon 5 Hoobastank
13 298 Green Day Sum 41
14 297 Eminem Ludacris
15 294 Green Day Bowling for Soup
16 287 Eminem OutKast
17 284 Maroon 5 Jet
18 283 Green Day Hoobastank
19 282 OutKast Black Eyed Peas
20 271 Yellowcard Hoobastank

3. ランキングやクラスタリングに よる検索結

果表示の 問題

ランキング

プレーリストを文書と 考え曲をキーワードと 捉える

と 、複数の 文書群に おける特徴的キーワードの 抽出と

抽出されたキーワードの 関連を分析する問題と 捉える

こと がで きる。特に 、特定の 曲、あるいは アーティス

トを含むプレーリストを対象文書群と すると 、その 曲

やアーティストに 関連する曲やアーティストを求める

こと に な る。

多数の データを大局的に みる方法と して 様々な 可視

化技術の 研究がある。検索結果の ファイル群やそれら

に 現れるキーワードの 分析と して は 、何らか一つの

尺度に よるランキングをつけて 、一次元に 表示に する

こと が広く用いられて いる。しかし、ランク付けした

と して も、読むために は 時間がかかり実質的に 数十個

しか読まな い。内容的に 異な るもの が隣接して 表示さ

れること もある。近い内容的の もの が遠く離れて 表示

されること がある。複数の 観点で 眺めること がで きる

データで あれば 、ど の ように 工夫して も、一次元表示

を選べば 、関連の 強い項目で あって も離れて 表示され

ること に な る。

クラスタリング

クラスタリングは 項目間の 関係を平面的あるいは 立

体的に 配置すること に より可視化する。ば らば らだっ

たもの をまと めるクラスタリングしたり、ひと つに ま

と まって いたもの に ついて より詳細な 構造を調べるた

めに 分割したりする。また、可視化された単語群の 意

味をつかむために 、その 単語群に 名前をつける、ある

いは 、単語群から代表元を求める。各クラスタを理解

するために 適当な 名前をつけな ければ な らな い。クラ

スタの 配置で は 「 似たもの を近く」 配置すること がで

きるが、上下左右の 一関係に 特別な 意味は な い。

4. 頻度を用いた概念グラフ

本稿で は 、プレーリスト群に 現れる曲の 出現頻度を

用いて 、二つの 曲の 上位下位関係に ついて 新しい定式

化を与える。二つの 曲がランキングに おいて 上位下位

関係に あったと して も、聞く人達がそれぞれ異な って

いれば その 二つの 曲は 関係な い。しかし、下位の 曲を

聞いて いる人の 大半が上位の 曲を聞いて いるような

状況で は 、上位の 曲は その 下位の 曲しか知らな い人に

と って 興味の ある曲と 考えられる。また、上位の 曲の

曲しか知らな い人に と って も、下位の 曲の 曲は それほ

ど メジャーで は な くて も、ちょっと 気に な る曲と 考え

られる。

この ような 観点から、文書集合に おける二つの 単語

の 上位下位の 関係を定義する 6)。D を文書集合、w

を単語と する。w が現れる D 中の 文書の 個数（ 文書

頻度）、すな わち、]{d ∈ D | w が d 中に 現れる }

を df(w, D) で 表す。二つの 単語 u, v の 両方が現れる

文書数を df(u ∗ v, D) で 表す。単語 u と v に ついて 、

df(u∗v, D)/df(v, D) > 0.5かつ df(u, D) > df(v, D)

と な って いると き、「 文書頻度の 観点から u は v の 上

位で ある」 と いうこと に する。

図 2 上位下位関係

5. システム概要

ダウンロードした 13,480個の プレーリストに ついて

の 検索システムを作った。検索エンジンの 主要部分に

は 、GETA4) を用いた。ユーザーは 、曲あるいは アー

ティストを探すための キーワード wを入力する。シス

テムは まず、その キーワードを曲名あるいは アーティ

スト名の 中に 含むプレーリストの 一覧Dを求める。w

と 関連あるキーワード u は 、df(u, D)/df(U) > 0.5
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と な る単語と して 定義する。ただし、U は 13,480 個

の プレーリスト全体の 文書群と する。曲 w に 関連の

ある曲 u と は 、その 曲 u を含むプレーリストの 過半

数の プレーリストに おいて 、wが現れて いること を意

味する（ 図 2）。概念グラフの ノードと して 現れる u

と して は 、曲名、アーティスト名、単語の 3種類の グ

ラフを作ること がで きる。

図 3 システム概要

6. 概念グラフの 例

アーティストの ペア（ 表 3） の 一位に は 、“Eminem”

と “50 Cent” の ペアが現れて いる。単独の アーティ

ストの 順位で は 、Eminem が 4 位、50 Cent が 6 位

と な って いる。単独順位で は Eminem よりも下位の

アーティストで 、Eminem の ペアと して 上位 20位に

入って いるもの と して 他に 、Ludacris、OutKast が

あるの で 、Einem の ファンに この 二つの グループを推

薦すること がで きる。さらに 、OutKast より下位の

もの で OutKast と 共起して ペア 20 位に 入って いる

もの 探すと 、”Black Eyed Peas”があること 分かる。

この ような 繋がりをたど ること に より、Eminem と 共

起の 度合いは 高くな いもの で 推薦候補を探すこと がで

きる。しかし、この ように 表を順番に たど るの は 人間

に と って 容易な こと で は な いし、この ように 推薦され

て も直感的に は 理解しずらい。

図 4 は 、キーワードと して Eminem と して 与え、

関連するアーティストで 共起頻度が 20 回以上の も

の に ついて 概念グラフを描いたもの で ある。Em-

inem の 一つ下に 現れるアーティストと して 、“Jay-Z

& Linkin Park”、“50 Cent”、“Eminem & Dido”、

“Snoop Dogg & Pharrell Williams” の ４つの アー

ティストがあること が分かる。“Snoop Dogg & Phar-

rell Williams (22)” の ように アーティストの 横に あ

る数値は 、Eminem と この グループが共起して いるプ

レーリストが 22件あること を示す。左側に あるもの の

方が共起の 度合いが高い。例えば 、“Eminem(1156)”

と “Snoop Dogg & PharrellWilliams (22)”を結ぶ枝

は 、Snoop Dogg & PharrellWilliams を聞いて いる

人の 過半数が、Eminemを聞いて いること を表す。な

お、線で 直接繋がれて いるもの は 、上に 定義した上位

下位の 関係で 、１段階の 関係に な って いるもの を表す。

すな わち、二つの 点 P と Qが枝で 直接繋がって いる

と きに は 、上位下位の 関係で その 間に くるような 点は

な いこと を意味する。

この ように 、図 4 は 単独の ランキング（ 表 2） やペ

アの ランキング（ 表 3） からは 理解すること がで きな

いアーティスト間の 関連を可視化して いる。さらに 、

グラフの 配置に ついて は 、左側に あるもの の 方が人気

が高いと いう意味を持って いる。この ように 、検索結

果の 表示方法と して ランキングやクラスタリングで 問

題と な って いた事柄が解決で きて いる。

7. まと めと 今後の 課題

プレーリスト群に 現れる曲やアーティストの 共起頻

度を用いて 上位下位関係の 定式化を与え、曲をノード

と する概念グラフやアーティストをノードと する概念

グラフを構成する方法を提案した。iTMSからダウン

ロードした一万件以上の プレーリストに ついて 、検索

と 分析を行な うシステムを実装し、単純な ランキング

や共起頻度の ランキングで は 得られな い関連情報を発

見で きること を示した。

単語や概念の 関連を分析する理論と して は 、概念

束 1),3)やグラフィカル・モデル 7),10)が知られて いる。

本稿で 提案する概念グラフの 構成法と これらの 関連を

明らかに すること は 今後の 課題で ある。

本研究の 一部は 、平成 17年度科学研究費 16650030、

16016267 に よる。検索エンジンGETA の 利用を認め

て いただいた高野先生を始めと するGETA開発グルー

プの 方々に 感謝します。
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表 4 上位 20 組（ 曲）
順位 頻度 曲の ペア

1 181 This Love She Will Be Loved
2 165 Ocean Avenue The Reason
3 157 This Love Harder to Breathe
4 156 This Love The Reason
5 147 American Idiot Holiday / Boulevard of Broken Dreams
6 126 This Love Ocean Avenue
7 121 Boulevard of Broken Dreams American Idiot
8 115 Let’s Get It Started (Spike Mix) [Bonus Track] Hey Mama
9 113 Boulevard of Broken Dreams One, Two Step
10 106 One, Two Step Since U Been Gone
11 106 She Will Be Loved Harder to Breathe
12 101 One, Two Step Soul
13 101 The Reason She Will Be Loved
14 101 One, Two Step My Boo (Bonus Track)
15 100 Holiday / Boulevard of Broken Dreams Give Me Novacaine / She’s a Rebel
16 100 Mr. Brightside Somebody Told Me
17 96 Like Toy Soldiers Mockingbird
18 95 Ocean Avenue She Will Be Loved
19 94 Holiday / Boulevard of Broken Dreams Wake Me Up When September Ends
20 92 Ocean Avenue Way Away
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図 4 “Eminem” 関連アーティスト 概念グラフ
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